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景
行
記
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
物
語
を
語
る
こ
と
に
費
や
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
あ
り
よ
う
は『

日
本
書
紀』

が
景
行
天

皇
の
事
績
を
多
く
語
っ
て
い
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。『

古
事
記』

は
王
権
の
版
図
拡
大
を
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
伝
承
に
収
斂
し
デ
フ
ォ
ル
メ
し

て
描
い
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
父
で
あ
る
景
行
天
皇
に
疎
ま
れ
、
西
に
東
に
と
征
討
に
赴
か
さ
れ
る
タ
ケ
ル
の
姿
が
悲
劇
性
を
も
っ
て

描
か
れ
、
歌
謡
に
よ
っ
て
そ
の
終
焉
が
感
動
的
に
語
ら
れ
る
こ
と
で
、『

古
事
記』

の
中
で
も
最
も
文
芸
的
な
部
分
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
官
僚
的
に
し
て
従
順
に
父
天
皇
の
命
に
従
う『

書
紀』

の
タ
ケ
ル
の
姿

(

１)

と
全
く
の
対
極
を
な
す
あ
り
か
た
で
あ
る
。
ま
た
終
焉
に
お

け
る
際
の
歌
謡
群
も
、『

書
紀』

で
は
景
行
天
皇
の
作
と
な
っ
て
い
て
、
ほ
と
ん
ど『

古
事
記』

と
は
別
の
趣
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
作
品

と
し
て
成
立
し
た
後
の
段
階
で
、『

書
紀』

と
較
べ
て『

古
事
記』

の
方
が
よ
り
高
い
文
学
性
を
も
つ
も
の
と
見
る
こ
と
に
異
論
は
あ
る
ま

い
。
そ
こ
に『

古
事
記』

の
有
す
る
大
き
な
魅
力
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
魅
力
ゆ
え
に
、
タ
ケ
ル
物
語
の
も
つ
文
学
性
に
つ
い
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て
は
数
多
く
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
し
か
し
一
方
で
、
ど
の
よ
う
な
意
図
の
も
と
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う『

古
事
記』

の
本
質
を
考
え
た
時
、
編
纂
の
企
画
当
初
か
ら
高
い
文
学
性
を
主
題
と
し
、
要
求
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
タ
ケ
ル
論
で

は
、
父
景
行
天
皇
と
の
対
立
的
な
関
係
性
に
注
目
し
て
、
西
郷
信
綱
氏
が
、

と
こ
ろ
で
、
オ
ホ
タ
ラ
シ
ヒ
コ

(

景
行)

と
小
碓

(

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル)

と
は
父
と
子
の
関
係
で
あ
る
。
そ
し
て
小
碓
は
そ
の
父
に
と
っ

て
、
い
わ
ば
怖
べ
き
子
供

ア
ン
フ
ァ
ン
・
テ
リ
ブ
ル

で
あ
っ
た
。
…
…

…
…
父
と
子
の
か
か
る
緊
張
関
係
は
、
民
間
レ
ベ
ル
で
も
相
続
問
題
に
か
ら
ん
で
何
ら
か
の
形
で
経
験
さ
れ
た
は
ず
だ
が
、
王
座

と
い
う
特
別
な
も
の
の
争
わ
れ
る
王
族
の
間
で
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
こ
の
緊
張
は
一
そ
う
劇
化
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
記
紀
に
記

さ
れ
た
、
神
武
天
皇
の
庶
兄

(

マ
マ)

タ
ギ
シ
ミ
ミ
の
謀
反
か
ら
壬
申
の
乱
に
至
る
、
王
継
承
を
め
ぐ
る
数
多
い
内
乱
の
過
程
を
見
る
な
ら
ば
、

そ
こ
に
ま
さ
し
く
《
王
権
の
劇
》
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
が
演
じ
ら
れ
て
い
た
消
息
を
知
り
う
る
だ
ろ
う
。
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
物
語
も
、

古
代
の
王
権
に
固
有
な
こ
の
構
造
の
な
か
で
読
ま
る
べ
き
だ
と
私
は
考
え
る
。
少
な
く
と
も
、
古
事
記
の
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
物
語
の
文

学
性
を
さ
さ
え
る
テ
コ
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
景
行
と
小
碓
と
の
か
か
る
劇
的
対
立
関
係
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
、
そ
の
点
、
日
本

書
紀
の
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
に
は
、
文
学
の
主
人
公
と
し
て
の
資
格
に
欠
け
る
も
の
が
あ
る
。

と
述
べ

(

２)

、
ま
た
吉
井
巌
氏
が
、

『

日
本
書
紀』

も『

古
事
記』

も
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
や
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
伝
承
を
け
っ
し
て
肯
定
的
に
う
け
入
れ
た
の
で
は
な
い
の

に
、
我
々
が『

古
事
記』

の
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
と
そ
の
物
語
に
親
し
み
と
心
を
ひ
か
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
は
、『

古
事
記』

の
否
定
的

な
受
容
の
仕
方
の
な
か
に
そ
の
鍵
を
と
く
も
の
が
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。『

古
事
記』

が
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
を
、
天
皇
か
ら
疎
外

さ
れ
る
皇
子
と
し
て
捉
え
直
し
た
。
そ
こ
か
ら
我
々
が
魅
力
を
感
じ
る
多
く
の
も
の
が
出
て
き
た
の
で
は
な
い
か
、
と
言
う
こ
と
が
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で
き
る
。

…
…
山
背
大
兄
皇
子
、
古
人
大
兄
皇
子
、
有
間
皇
子
、
大
友
皇
子
、
大
津
皇
子
、
数
え
て
み
て
も
実
に
多
く
の
皇
子
が
、
皇
位
争

奪
の
な
か
で
死
ん
で
い
る
。
有
間
皇
子
に
対
す
る
人
麻
呂
や
憶
良
の
挽
歌
が
、
万
葉
集
に
残
っ
て
い
る
よ
う
に
、
人
々
は
皇
子
の
死

に
悲
し
み
の
歌
を
さ
さ
げ
た
。
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
心
情
の
歴
史
が
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
物
語
を
支
持
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
述
べ
て
い
る

(

３)
よ
う
に
、
父
子
の
軋
轢
を
主
軸
と
し
た
説
話
素
そ
の
も
の
が
、
タ
ケ
ル
物
語
を『

古
事
記』

と
い
う
作
品
に
吸
引
し
た
理

由
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
い
わ
ば｢

原
タ
ケ
ル
伝
承｣

の
遡
源
を
も
含
め
て
、
タ
ケ
ル
物
語
の
内
部
に『

古
事
記』

へ
の
採

録
の
理
由
を
見
出
す
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
吉
井
氏
は
、

『

古
事
記』

は
一
方
で
皇
室
の
政
治
的
要
請
に
答
え
た
天
皇
治
政
史
物
語
で
あ
り
な
が
ら
、
他
方
、
こ
の
基
本
的
構
想
に
沿
い
な
が

ら
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
を
通
し
て
、
そ
の
支
配
体
制
下
に
生
き
か
つ
死
ん
だ
人
々
の
姿
を
語
っ
て
み
よ
う
と
す
る
意
図
を
秘
め
も
っ
た
、

ま
こ
と
に
不
思
議
な
性
格
の
書
で
あ
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

と
述
べ
て
い
る

(

４)

が
、
そ
の｢

不
思
議
な
性
格｣
ゆ
え
に
魅
了
さ
れ
る
点
は
了
解
の
上
で
、
こ
こ
で
は
景
行
記
の
あ
り
方
を
採
り
上
げ
な
が

ら
、
タ
ケ
ル
譚
を
文
学
性
豊
か
な
形
で『

古
事
記』
が
採
用
し
た
理
由
、
結
果
的
に
文
学
的
た
り
得
た
契
機
を『

古
事
記』

の
構
想
そ
の

も
の
に
求
め
て
み
た
い
。

二

景
行
記
は
、
冒
頭
の
天
皇
系
譜
に
続
け
て
、
大
碓
命
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
話
を
語
っ
て
い
る

(

５)

。
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是
に
、
天
皇
、
三
野
国
造
が
祖
、
大
根
王
の
女
、
名
は
兄
比
売
・
弟
比
売
の
二
の
嬢
子
、
其
の
容
姿
麗
美
し
と
聞
し
看
し
定
め
て
、

其
の
御
子
大
碓
命
を
遣
し
て
、
喚
し
上
げ
き
。
故
、
其
の
遣
さ
え
し
大
碓
命
、
召
し
上
ぐ
る
こ
と
勿
く
し
て
、
即
ち
、
己
自
ら
其
の

二
の
嬢
子
に
婚
ひ
て
、
更
に
他
し
女
人
を
求
め
て
、
詐
り
て
其
の
嬢
女
と
名
け
て
、
貢
上
り
き
。
是
に
、
天
皇
、
其
の
他
し
女
な
る

こ
と
を
知
り
て
、
恒
に
長
き
暇
を
経
し
め
、
亦
、
婚
ふ
こ
と
勿
く
し
て
、
惚
ま
し
き
。

『

日
本
書
紀』

も
こ
れ
と
同
じ
話
を
伝
え
て
い
る

(

６)

。

是
の
月
に
、
天
皇
、
美
濃
国
造
、
名
は
神
骨
が
女
、
兄
が
名
は
兄
遠
子
、
弟
が
名
は
弟
遠
子
、
並
に
有か

国ほ

色よ

し
と
聞
し
め
し
て
、

則
ち
大
碓
命
を
遣
し
て
、
其
の
婦
女
の
容
姿
を
察
し
め
た
ま
ふ
。
時
に
大
碓
命
、
便
ち
密
に
通た

は

け
て
復

命

か
へ
り
ご
と
ま
を

さ
ず
。
是
に
由
り
て

大
碓
命
を
恨
み
た
ま
ふ
。

記
紀
と
も
に
、
天
皇
が
召
し
上
げ
よ
う
と
し
た
美
濃
の
国
の
姉
妹
を
、
使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
大
碓
が
我
が
も
の
に
し
た
点

(

二
重

傍
線
部
分)

は
共
通
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
記
事
も
、
後
の
部
分
に
美
濃
に
於
け
る
大
碓
命
の
子
孫
を
語
っ
て
い
る
。
記
紀
の
記
述
で
異
な

る
点
は
、
美
人
姉
妹
と
そ
の
親
に
つ
い
て
の
素
性
を
別
に
す
れ
ば
、
不
実
な
行
動
に
走
っ
た
大
碓
が
、『

古
事
記』

で
は
替
え
玉
の
娘
を
仕

立
て
た
の
に
対
し
、『

書
紀』

で
は
横
取
り
し
た
ま
ま
で
し
ら
ぬ
顔
を
決
め
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
大
碓
に
対
し
、『

書
紀』

で
は
天
皇
が
大
碓
に
対
し
て
恨
み
を
抱
い
て
い
る
が
、『

古
事
記』

の
景
行
は
直
接
的
な
責
め
も
恨
み
も
見
せ
ず
、
替
え
玉
の
娘
に
辛
く
当

た
る
と
い
う
態
度
を
示
す

(

７)

。
こ
の
文
脈
は
不
自
然
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
西
条
勉
氏
は
、『

古
事
記』

が
テ
ク
ス
ト
の
仕
組
み
に
お
い
て

���



｢
前
代
の
大
王
像
の
解
体
と
再
編｣

を
描
く
中
で
、

そ
の
不
自
然
な
文
脈
は
、
背
任
へ
の
憎
悪
を
語
ら
な
い
こ
と
で
景
行
の
オ
ホ
ウ
ス
を
処
罰
す
る
動
機
を
消
し
去
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て

ヲ
ウ
ス
の
暴
挙
を
い
っ
そ
う
際
立
た
せ
る
た
め
の
伏
線
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る

(
８)

。『

古
事
記』

の
場
合
は
、
す
ぐ
あ
と
に
大
碓
が
小
碓
命
に
よ
っ
て
惨
殺
さ
れ
る
と
い
う
筋
書
き
が
用
意
さ
れ
て
い
て
、

｢

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル

(
小
碓)

命
西
征
・
東
征
譚
の
一
部
と
し
て
機
能
さ
せ
ら
れ
て
い
る

(

９)｣

と
見
る
こ
と
が
出
来
る
た
め
、
物
語
の
展
開
上
は

こ
こ
で
あ
え
て
景
行
天
皇
が
大
碓
を
責
め
な
く
て
も
辛
う
じ
て
文
脈
の
つ
な
が
り
を
得
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
さ
ら
に
大
碓
が｢

朝

夕
の
大
御
食｣

に
出
て
来
な
い
の
を｢

ね
ぎ
し
教
へ
覚
せ｣

と
小
碓
に
命
じ
る
景
行
の
態
度
に
、
都
倉
義
孝
氏
の
よ
う
に｢

儒
教
的
天
子

像｣

を
認
め
る
こ
と
も
可
能
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
同
じ
都
倉
氏
が
、

地
方
豪
族
の
祖
霊
・
国
魂
に
斎
く
妹
・
娘
な
ど
が
天
皇
に
奉
献
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
女
達
に
着つ

け
て
豪
族
が
お
の
れ
ら
の
祖
霊
・

国
魂
を
天
皇
に
献
じ
、
服
属
を
誓
う
た
め
で
あ
る
。…
…
天
皇
に
奉
献
さ
れ
る
べ
き
女
を
寝
取
っ
た
オ
ホ
ウ
ス
の
行
為
は
、天
皇
の
一

身
に
集
中
さ
せ
付
着
す
べ
き
国
魂
を
横
領
し
た
こ
と
で
あ
り
、
彼
の
意
志
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
王
権
簒
奪

さ
ん
だ
つ

の
指
向
を
意
味
す
る
。

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
や
は
り
軽
視
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
ら
で
は
な
い
。
都
倉
氏
も
指
摘
し
て
い
る
が
、
仁
徳
記
の
語
る
、

亦
、
天
皇
、
其
の
弟
速
総
別
王
を
以
て
媒
と
為
て
、
庶
妹
女
鳥
王
を
乞
ひ
き
。
爾
く
し
て
、
女
鳥
王
、
速
総
別
王
に
語
り
て
曰
は

く
、｢

大
后
の
強
き
に
因
り
て
、
八
田
若
郎
女
を
治
め
賜
は
ず
。
故
、
仕
へ
奉
ら
じ
と
思
ふ
。
吾
は
、
汝
命
の
妻
と
為
ら
む｣

と
い
ひ

て
、
即
ち
相
婚
ひ
き
。
是
を
以
て
、
速
総
別
王
、
復
奏
さ
ず
。
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と
い
う
事
件
は
、
反
逆
者
と
し
て
の
速
総
別
王
と
女
鳥
王
の
死
を
も
っ
て
終
わ
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
は
反
対
に
、
天
皇
の
召
し
上
げ
る
女

性
、
日
向
の
髪
長
比
売
の
美
し
さ
に
心
奪
わ
れ
た
大
雀
、
す
な
わ
ち
即
位
前
の
仁
徳
は
、
建
内
宿
禰
に
頼
ん
で
天
皇
の
許
し
を
得
る
と
い

う
段
取
り
で
髪
長
比
売
を
手
に
入
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
当
該
の
大
碓
は
、
そ
う
し
た
段
取
り
を
踏
む
こ
と
は
お
ろ
か
、
自
分
が
兄

比
売
・
弟
比
売
を
召
し
上
げ
る
使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
勝
手
に
替
え
玉
を
仕
立
て
て
女
性
を
横
取
り
し
て
い
る
。

大
碓
は
天
皇
の
使
者
と
し
て｢

遣｣

わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
派
遣
さ
れ
た
使
者
は｢

復
命

(

奏)｣

す
る
の
が
通
例
で
あ

る
。『

書
紀』

は
大
碓
が｢
復
命｣

し
な
か
っ
た
と
記
し
て
い
る
。｢

復
命

(

奏)｣

の
重
要
さ
に
つ
い
て
は『

古
事
記』

で
も
同
じ
で
あ
り
、

田
中
智
樹
氏
が
記
中
の
全
用
例
を
挙
げ
て
詳
論
し
て
い
る
。
こ
の｢

復
命｣

は
、
天
皇
が
女
性
を
召
し
上
げ
る
際
だ
け
に
限
ら
ず
、
臣
下

の
某
が
天
皇
の
命
に
よ
っ
て
某
所
に
派
遣
さ
れ
た
場
合
、
す
な
わ
ち｢

ツ
カ
ハ｣

さ
れ
た
時
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
に
必
要
な
結
果
と

し
て
要
求
さ
れ
る
。｢

復
命

(

奏)｣

の
あ
り
方
も
含
め
、『

古
事
記』

で
使
者
が｢

ツ
カ
ハ｣

さ
れ
て
い
る
場
面
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
し

た
い
。
な
お
、
各
用
例
下
の[
]

内
に
は
派
遣
を
命
じ
た
主
体
者
を
示
し
た
。

(

１)

即
遣
予
母
都
志
許
売
、
…
…
令
追
。
…
…
逃
行
。
猶
追
。

(

上
巻
・
黄
泉
の
国

[

伊
耶
那
美])

(

２)

乃
遣�
貝
比
売
与
蛤
貝
比
売
、
令
作
活
。
…
…
成
麗
壮
夫
…
…
而
、
出
遊
行
。

(

上
巻
・
根
の
堅
州
国
訪
問

[

神
産
巣
日])

(

３)
(

４)
(

５)
(

６)
(

７)
(

８)
(

９)

爾
、
高
御
産
巣
日
神
・
天
照
大
御
神
之
命
以
、
…
…
思
金
神
令
思
而
、
詔
、
…
…
是
、

使
何
神
而
将
言
趣
。
爾
、
思
金
神
及
八
百
万
神
、
議
白
之
、
天
菩
比
神
、
是
可
遣
。
故
、
遣
天
菩
比
神
者
、
乃
媚
附
大
国
主
神
、
至

于
三
年
不
復
奏
。
是
以
、
高
御
産
巣
日
神
・
天
照
大
御
神
、
亦
、
問
諸
神
等
、
所
遣
葦
原
中
国
之
天
菩
比
神
、
久
不
復
奏
。
亦
、
使

何
神
之
、
吉
。
爾
、
思
金
神
答
白
、
可
遣
天
津
国
玉
神
之
子
、
天
若
日
子
。
故
爾
、
以
天
之
麻
迦
古
弓
…
…
賜
天
若
日
子
而
、
遣
。

���
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於
是
、
天
若
日
子
、
…
…
至
于
八
年
不
復
奏
。

(

上
巻
・
葦
原
中
国
の
平
定

[

高
御
産
巣
日
・
天
照])

(
10)

(

11)
(

12)

天
若
日
子
、
久
不
復
奏
。
又
遣
曷
神
以
問
天
若
日
子
之
淹
留
所
由
。…
…
答
白
、
可
遣
雉
、
名
鳴
女
時
、
詔
之
、
汝
、

行
、
問
天
若
日
子
状
者
、
汝
所
以
使
葦
原
中
国
者
、
言
趣
和
其
国
之
荒
振
神
等
之
者
也
。
何
至
于
八
年
不
復
奏
。

(

上
巻
・
天
若
日
子
の
派
遣

[

天
照
・
高
御
産
巣
日])

(

13)
(

14)
(

15)
(

16)
(

17)
(

18)
(

19)

於
是
、
天
照
大
御
神
詔
之
、
亦
、
遣
曷
神
者
、
吉
。
爾
、
思
金
神
及
諸
神
白
之
、
…
…

名
伊
都
之
尾
羽
張
神
、
是
可
遣
。
…
…
若
亦
、
非
此
神
者
、
其
神
之
子
、
建
御
雷
之
男
神
、
此
応
遣
。
…
…
故
、
別
遣
天
迦
久
神
可

問
。
故
爾
、
使
天
迦
久
神
問
天
尾
羽
張
神
之
時
、
答
白
、
恐
之
。
仕
奉
。
然
、
於
此
道
者
、
僕
子
、
建
御
雷
神
可
遣
、
乃
貢
進
。
爾
、

天
鳥
船
神
副
建
御
雷
神
而
遣
。

(

上
巻
・
建
御
雷
神
の
派
遣

[

天
照])

(

20)

是
以
、
此
二
神
…
…
問
其
大
国
主
神
言
、
天
照
大
御
神
・
高
木
神
之
命
以
、
問
使
之
。(

上
巻
・
建
御
雷
神
の
派
遣

[

天
照
・
高
木])

(

21)

故
爾
、
遣
天
鳥
船
神
、
徴
来
八
重
事
代
主
神
而
、
問
賜
之
時
、
…
…
故
、
建
御
雷
神
、
返
参
上
、
復
奏
言
向
和
平
葦
原
中
国
之

状
。

(

上
巻
・
建
御
雷
神
の
派
遣
、
大
国
主
神
の
国
譲
り

[

天
照
・
高
木])

(

22)

於
是
、
亦
、
高
木
大
神
之
命
以
、
覚
白
之
、
天
神
御
子
、
自
此
於
奥
方
莫
便
入
幸
。
荒
神
、
甚
多
。
今
、
自
天
遣
八
咫
烏
。
故
、

其
八
咫
烏
、
引
道
。
従
其
立
後
応
幸
行
。
故
、
随
其
教
覚
、
従
其
八
咫
烏
之
後
幸
行
者
、
…
…

(

中
巻
・
神
武
・
八
咫
烏
の
先
導

[

高
木])

(

23)

故
、
先
遣
八
咫
烏
、
問
二
人
曰
、
今
、
天
神
御
子
、
幸
行
。
汝
等
、
仕
奉
乎
。

(

中
巻
・
神
武
・
兄
宇
迦
斯
と
弟
宇
迦
斯

[

伊
波
礼
毘
古])

(

24)
(

25)
(

26)
(

27)

又
、
此
之
御
世
、
大
毘
古
命
者
、
遣
高
志
道
、
其
子
建
沼
河
別
命
者
、
遣
東
方
十
二
道
而
、
令
和
平
其
麻
都

���



漏
波
奴
…
…
人
等
。
又
、
日
子
坐
王
者
、
遣
旦
波
国
、
令
殺
玖
賀
耳
之
御
笠
。
…
…
即
副
丸
邇
臣
之
祖
、
日
子
国
夫
玖
命
而
遣
時
、

…
…
如
此
平
訖
、
参
上
覆
奏
。

(

中
巻
・
崇
神
・
建
波
邇
安
王
の
反
逆

[

天
皇])

(

28)
(

29)

爾
、
自
東
方
所
遣
建
沼
河
別
与
其
父
大
毘
古
、
共
往
遇
于
相
津
。
故
、
其
地
、
謂
相
津
也
。
是
以
、
各
和
平
所
遣
之
国
政

而
、
覆
奏
。

(

中
巻
・
崇
神
・
初
国
を
知
ら
す
天
皇

[

天
皇])

(

30)
(

31)
(

32)
(

33)

爾
、
遣
山
辺
之
大�
、
…
…
令
取
其
鳥
。
故
、
是
人
、
…
…
取
其
鳥
而
、
持
上
献
。…
…
故
、
其
御
子
、
令

拝
其
大
神
宮
将
遣
之
時
、
令
副
誰
人
者
、
吉
。
…
…
即
曙
立
王
・
菟
上
王
二
王
、
副
其
御
子
遣
時
、
…
…
爾
、
所
遣
御
伴
王
等
、

聞
歓
見
喜
而
、
御
子
者
坐
檳
榔
之
長
穂
宮
而
、
貢
上
駅
使
。

(

中
巻
・
垂
仁
・
本
牟
智
和
気
の
御
子

[

天
皇])

(

34)

又
、
天
皇
、
以
三
宅
連
等
之
祖
、
名
多
遅
摩
毛
理
、
遣
常
世
国
、
令
求
登
岐
士
玖
能
迦
玖
能
木
実
。
…
…
故
、
多
遅
摩
毛
理
、

遂
到
其
国
、
採
其
木
実
以
、�
八�
・
矛
八
矛
将
来
之
間
、
天
皇
、
既
崩
。

(

中
巻
・
垂
仁
・
多
遅
摩
毛
理

[

天
皇])

(

35)
(

36)

於
是
、
天
皇
、
…
…
名
兄
比
売
・
弟
比
売
二
嬢
子
、
其
容
姿
麗
美
而
、
遣
其
御
子
大
碓
命
以
、
喚
上
。
故
、
其
所
遣
大
碓

命
、
勿
召
上
而
、
即
、
己
自
婚
其
二
嬢
子
、
更
求
他
女
人
、
詐
名
其
嬢
女
而
、
貢
上
。

(

中
巻
・
景
行
・
大
碓
命

[

天
皇])

(

37)
(

38)

於
是
、
天
皇
、
…
…
詔
之
、
西
方
有
熊
曽
建
二
人
。
是
、
不
伏
無
礼
人
等
。
故
、
取
其
人
等
而
、
遣
。
…
…
爾
、
詔
、

吾
者
、
…
…
名
、
倭
男
具
那
王
者
也
。
意
礼
熊
曾
建
二
人
、
不
伏
無
礼
聞
看
而
、
取
殺
意
礼
詔
而
、
遣
。
…
…
故
、
如
此
撥
治
、

参
上
、
覆
奏
。

(

中
巻
・
景
行
・
倭
建
命
の
熊
曾
征
伐
、
倭
建
命
の
出
雲
征
討

[

天
皇])

(

39)
(

40)
(

41)
(

42)

爾
、
天
皇
、
亦
、
頻
詔
倭
建
命
、
言
向
和
平
東
方
十
二
道
之
荒
夫
琉
神
及
摩
都
楼
波
奴
人
等
而
、
副
吉
備
臣

等
之
祖
、
名
御�
友
耳
建
日
子
而
遣
之
時
、
…
…
即
白
其
姨
倭
比
売
命
者
、
天
皇
既
所
以
思
吾
死
乎
、
何
。
撃
遣
西
方
之
悪
人
等

而
、
…
…
今
更
平
遣
東
方
十
二
道
之
悪
人
等
。
…
…
悉
言
向
和
平
山
河
荒
神
及
不
伏
人
等
。
…
…
爾
、
其
后
、
名
弟
橘
比
売
命
、

���



白
之
、
妾
、
易
御
子
而
、
入
海
中
。
御
子
者
、
所
遣
之
政
遂
、
応
覆
奏
。

(

中
巻
・
景
行
・
倭
建
命
の
東
征
、
弟
橘
比
売
命

[

天
皇])

(
43)

爾
、
大
雀
命
、
聞
其
兄
備
兵
、
即
遣
使
者
、
令
告
宇
遅
能
和
紀
郎
子
。
故
、
聞
驚
以
、
兵
伏
河
辺
。

(

中
巻
・
応
神
・
大
山
守
命
の
反
乱

[

大
雀])

(

44)

故
、
大
后
、
聞
是
之
御
歌
、
大
忿
、
遣
人
於
大
浦
、
追
下
而
、
自
歩
追
去
。

(

下
巻
・
仁
徳
・
吉
備
の
黒
日
売
と
皇
后
の
嫉
妬

[

磐
姫
皇
后])

(

45)
(

46)

天
皇
、
聞
看
其
大
后
自
山
代
上
幸
而
、
使
舎
人
、
名
謂
鳥
山
人
、
送
御
歌
曰
、
…
…
又
続
遣
丸
邇
臣
口
子
而
、
歌
曰
、
…
…

故
、
是
口
子
臣
、
白
此
御
歌
之
時
、
大
雨
。

(

下
巻
・
仁
徳
・
山
城
の
筒
木
宮

[

天
皇])

(

47)

天
皇
、
為
伊
呂
弟
大
長
谷
王
子
而
、
坂
本
臣
等
之
祖
、
根
臣
、
遣
大
日
下
王
之
許
、
令
詔
者
、
汝
命
之
妹
、
若
日
下
王
、
欲
婚
大

長
谷
王
子
。

(

下
巻
・
安
康
・
大
日
下
王
の
殺
害

[

天
皇])

(

48)

爾
、
天
皇
詔
者
、
奴
乎
、
己
家
似
天
皇
之
御
舎
而
造
、
即
遣
人
、
令
焼
其
家
之
時
、
其
大
県
主
、
懼
畏
、
稽
首
白
、
奴
有
者
、
随

奴
不
覚
而
、
過
作
、
甚
畏
。
故
、
献
能
美
之
御
幣
物
。
…
…
令
取
犬
縄
以
献
上
。
故
、
令
止
其
、
著
火
。

(

下
巻
・
雄
略
・
若
日
下
部
王

[

天
皇])

(

49)
(

50)

故
、
欲
毀
其
大
長
谷
天
皇
之
御
陵
而
、
遣
人
之
時
、
其
伊
呂
兄
意
祁
命
奏
言
、
破
壊
是
御
陵
、
不
可
遣
他
人
。
…
…
爾
、

天
皇
詔
、
然
、
随
命
宜
幸
行
。
是
以
、
意
祁
命
、
自
下
幸
而
、
少
掘
其
御
陵
之
傍
、
還
上
、
復
奏
言
、
既
掘
壊
也
。

(

下
巻
・
顕
宗
・
御
陵
の
土

[

天
皇])

(

51)

故
、
遣
物
部
荒
甲
之
大
連
・
大
伴
之
金
村
連
二
人
而
、
殺
石
井
也
。

(

下
巻
・
継
体
・
此
の
御
世

[

天
皇])
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こ
れ
ら
の
例
を
見
る
と
、｢

ツ
カ
ハ｣

し
て
い
る
主
体
は
イ
ザ
ナ
ミ
、
カ
ム
ム
ス
ヒ
、
ア
マ
テ
ラ
ス
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
、
イ
ハ
レ
ビ
コ
、

オ
ホ
サ
ザ
キ
、
お
よ
び
各
天
皇
で
あ
る
。
つ
ま
り｢

ツ
カ
ハ
ス｣

は
、『

古
事
記』

で
は
天
皇
と
そ
の
系
譜
に
つ
な
が
る
も
の
、
い
わ
ば
天

皇
に
準
じ
た
立
場
の
人
ま
た
は
神
に
つ
い
て
の
み
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
出
来
る
。
天
皇
専
用
語
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
大
和
朝

廷
の
王
権
そ
の
も
の
を
代
表
す
る
神
や
人
に
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の｢

ツ
カ
ハ
ス｣

と
い
う
行
為
に
は
、

波
線
部
に
あ
る
よ
う
に
当
然
な
が
ら
期
待
さ
れ
る
結
果
が
つ
い
て
く
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
右
に
挙
げ
た
例
を
見
て
み
る
と
、
１
で
は
ヨ

モ
ツ
シ
コ
メ
た
ち
は
イ
ザ
ナ
キ
を
追
跡
し
、
２
で
は
キ
サ
カ
ヒ
ヒ
メ
・
ウ
ム
カ
ヒ
ヒ
メ
が
オ
ホ
ナ
ム
ヂ
を
蘇
生
さ
せ
て
い
る
。
３
か
ら
21

ま
で
の
、
国
譲
り
に
関
す
る
話
の
中
で
は
、
失
敗
を
重
ね
た
末
に
よ
う
や
く
こ
の
国
が
ア
マ
ツ
カ
ミ
の
御
子
に
委
譲
さ
れ
る
と
い
う
展
開

に
あ
っ
て
、｢

カ
ヘ
リ
コ
ト
マ
ヲ
サ
ズ｣

と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て
確
認
し
つ
つ
、
最
後
に
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
の｢

カ
ヘ
リ
コ
ト
マ
ヲ
シ
キ｣

で
、
使
者
と
し
て
の
任
務
が
完
了
と
な
っ
て
い
る
。
22
・
23
で
も
ヤ
タ
ガ
ラ
ス
は
与
え
ら
れ
た
使
命
を
果
た
し
、
24
か
ら
29
の
崇
神
朝
の

皇
子
将
軍
の
派
遣
で
も
、｢

覆
奏｣

が
果
た
さ
れ
る
。
30
か
ら
33
で
は
、
ホ
ム
ツ
ワ
ケ
が
言
葉
を
発
し
た
こ
と
を
、
供
と
し
て
派
遣
さ
れ
て

い
た
ア
ケ
タ
ツ
・
ウ
ナ
カ
ミ
の
両
皇
子
が
喜
び
、
天
皇
の
許
に
駅
使
を
送
っ
て
い
る
。
34
で
は
、
忠
臣
タ
ヂ
マ
モ
リ
が
常
世
の
国
に
ま
で

到
り
、
天
皇
の
所
望
す
る
ト
キ
ジ
ク
ノ
カ
ク
ノ
コ
ノ
ミ
を
獲
得
し
て
将
来
し
た
も
の
の
、
命
じ
た
天
皇
が
既
に
崩
御
し
て
い
る
。
タ
ヂ
マ

モ
リ
自
体
は
忠
実
に
使
命
を
果
た
し
た
と
い
え
る
。
当
該
の
景
行
記
を
お
い
て
、
43
で
は
使
者
は
ウ
ヂ
ノ
ワ
キ
イ
ラ
ツ
コ
に
急
を
告
げ
た

し
、
44
で
も
、
使
者
が
吉
備
の
ク
ロ
ヒ
メ
を
船
か
ら
降
ろ
し
て
追
い
立
て
て
い
る
。
45
・
46
で
は
、
ト
リ
ヤ
マ
と
ク
チ
コ
ノ
オ
ミ
は
天
皇

の
歌
を
イ
ハ
ノ
ヒ
メ
に
伝
え
て
い
る
。
と
く
に
こ
の
ク
チ
コ
ノ
オ
ミ
は
、
わ
ざ
と
戸
口
に
出
て
こ
な
い
皇
后
を
待
ち
、
大
雨
の
中
で
庭
に

伏
し
て
い
た
た
め
に
、
腰
ま
で
水
に
浸
か
っ
て
し
ま
う
。
妹
で
イ
ハ
ノ
ヒ
メ
に
仕
え
る
ク
チ
ヒ
メ
が
歌
に
よ
っ
て
兄
の
努
力
を
訴
え
て
い

る
が
、
ツ
カ
ハ
さ
れ
た
使
者
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
が
本
来
で
あ
ろ
う
。
47
で
は
ネ
ノ
オ
ミ
は
安
康
天
皇
の
言
葉
を
オ
ホ
ク
サ

���
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カ
ノ
オ
ホ
キ
ミ
に
伝
え
る
。
48
の
雄
略
の
使
者
は
、
シ
キ
ノ
オ
ホ
ア
ガ
タ
ヌ
シ
の
家
を
命
令
通
り
に
焼
き
払
お
う
と
す
る
が
、
県
主
の
謝

罪
に
よ
っ
て
許
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
49
・
50
で
は
、
父
の
仇
と
雄
略
を
恨
む
顕
宗
天
皇
の
命
を
オ
ケ
ノ
ミ
コ
ト
が
受
け
、
御
陵

の
ほ
ん
の
一
部
を
掘
る
こ
と
で
還
り
上
り
、｢

カ
ヘ
リ
コ
ト
マ
ヲ
シ｣

て
い
る
。
51
は
筑
紫
国
造
イ
ハ
ヰ
を
殺
す
こ
と
で
使
命
が
果
た
さ
れ

て
い
る
。
こ
う
し
て
み
た
時
に
、｢

ツ
カ
ハ｣

さ
れ
た
使
者
は
、
使
命
を
果
た
す
の
が
当
然
で
あ
り
、
多
く
の
場
合
は
そ
こ
に｢

カ
ヘ
リ
コ

ト
マ
ヲ
ス｣

こ
と
を
伴
う
。
言
葉
で
命
じ
ら
れ
た
任
務
を
遂
行
し
終
え
た
と
き
、
言
葉
を
も
っ
て
報
告
し
て
終
わ
る
の
が
当
然
で
あ
る
。

と
く
に『

古
事
記』
の
場
合
に
は
、
天
皇
ま
た
は
そ
れ
に
準
じ
た
も
の
だ
け
が
誰
か
を｢

ツ
カ
ハ
ス｣

の
で
あ
り
、
復
命
し
な
い
の
は
著

し
い
不
忠
と
い
え
る
。
景
行
記
の
場
合
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
は
東
征
の
途
中
で｢

悉
く
山
河
の
荒
ぶ
る
神
と
伏
は
ぬ
人
等
と
を
言
向
け
和
し

平
げ｣

て
い
る
が
、
最
後
に
は
大
和
に
帰
ら
ず
に
死
を
迎
え
る
。
谷
口
雅
博
氏
は
、

倭
建
命
が
ヤ
マ
ト
に
帰
れ
な
い
所
以
は
、
ヤ
マ
ト
に
入
る
こ
と
は
即
ち
天
皇
と
し
て
即
位
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
、『

古
事
記』

の
持
つ
ヤ
マ
ト
観
に
由
来
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
述
べ
て
い
る
が
、
死
し
て
も
な
お
ヤ
マ
ト
に
還
る
こ
と
が
出
来
ず
に
白
千
鳥
と
な
っ
て
飛
翔
し
て
い
く
タ
ケ
ル
は
、
つ
い
に
東
征
の
復

命
を
し
な
い
ま
ま
で
終
わ
る
。
期
せ
ず
し
て
不
忠
な
最
後
を
迎
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
、
タ
ケ
ル
の
負
う
悲
劇
性
の
一
面
と
言
う

べ
き
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
天
皇
に
忠
実
な『

書
紀』

の
タ
ケ
ル
は
、
死
の
淵
に
あ
っ
て
な
お
、

因
り
て
吉
備
武
彦
を
遣
し
て
、
天
皇
に
奏
し
て
曰
し
た
ま
は
く
、｢
臣
、
命
を
天
朝
に
受
り
て
、
遠
く
東
夷
を
征
つ
。
…
…
冀
は
く
は
、

曷
の
日
曷
の
時
に
か
、
天
朝
に
復
命
さ
む
と
。
…
…｣
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と
復
命
の
意
志
を
使
者
に
伝
え
さ
せ
て
い
る
。
守
屋
俊
彦
氏
は
、

能
煩
野
で
亡
く
な
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
に
、
吉
備
武
彦
を
し
て
復
命
せ
し
め
た
の
で
あ
っ
て
、
も
し
大
和
へ
無
事
に
帰
っ
た
の
で

あ
れ
ば
、
そ
こ
で
彼
自
身
が
復
命
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
、
よ
り
原
話
に
近
い
形
を｢

復
命｣

す
る
話
に
見
て
い
る
が
、｢

ツ
カ
ハ
ス｣

こ
と
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
復
命
が
あ
る
べ
き
も
の
で
あ

ろ
う
。

以
上
を
考
え
た
時
、
大
碓
の
取
っ
た
行
動(

前
掲
用
例
の
破
線
部
分)

は『

古
事
記』

の
中
の
皇
子
の
行
動
と
し
て
極
め
て
異
例
で
あ

り
不
忠
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
に
対
す
る
景
行
天
皇
の
態
度
も
、
不
忠
を
責
め
ず
、
使
者
と
し
て｢

ツ
カ
ハ｣

し
た
責
務

も
問
わ
ず
、
全
く
理
解
し
が
た
い
ほ
ど
で
あ
る
。『

書
紀』

の
場
合
も
似
通
っ
た
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
わ
ず
か
に｢

是
に
由
り
て
大
碓
命

を
恨
み
た
ま
ふ
。｣

と
記
す
の
み
で
、
天
皇
の
態
度
と
し
て
は
不
自
然
で
あ
る
。
だ
が『

古
事
記』

は
、
そ
の｢

恨
む｣

こ
と
さ
え
さ
せ
な

い
。
景
行
天
皇
に
は
大
碓
に
対
す
る
何
ら
の
感
情
も
持
た
せ
よ
う
と
し
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
は
特
に
景
行
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
荻

原
千
鶴
氏
は
、『

古
事
記』

の
中
の
天
皇
や
皇
位
継
承
の
有
資
格
者
た
ち
が
、
怒
り
を
表
出
し
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
た
だ
一
例
、
ヒ
ト
コ

ト
ヌ
シ
ノ
カ
ミ
に
対
し
て｢

忿｣

り
を
表
す
雄
略
天
皇
だ
け
が｢

怒
れ
る｣

天
皇
で
あ
る
と
い
う
特
殊
性
を
有
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
氏

の
論
に
よ
れ
ば
、『

古
事
記』

で
は
天
皇
達
に｢

怒
る｣

こ
と
が
許
容
さ
れ
て
い
な
い
が
、
雄
略
は
そ
の
武
力
性
を
も
っ
て
皇
位
に
つ
い
た

僭
上
性
ゆ
え
に
、
ま
た
そ
の｢

怒
り｣

に
よ
っ
て
神
と
対
峙
し
得
る
た
め
に
、｢

怒
る｣

天
皇
と
し
て
造
形
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た

点
で
積
極
的
な
理
由
を
見
出
し
得
る
、
い
わ
ば『

古
事
記』

の
天
皇
像
と
し
て
の
異
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
唯
一
の
怒
れ
る
天
皇

で
あ
る
雄
略
も
、

���
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又
、
天
皇
、
長
谷
の
百
枝
槻
の
下
に
坐
し
て
、
豊
楽
を
為
し
時
に
、
伊
勢
国
の
三
重
の�

、
大
御
盞
を
指
し
挙
げ
て
献
り
き
。

爾
く
し
て
、
其
の
百
枝
槻
の
葉
、
落
ち
て
大
御
盞
に
浮
き
き
。
其
の�
、
落
葉
の
盞
に
浮
け
る
こ
と
を
知
ら
ず
し
て
、
猶
大
御
酒
を

献
り
き
。
天
皇
、
其
の
、
盞
に
浮
け
る
葉
を
看
行
し
て
、
其
の�
を
打
ち
伏
せ
、
刀
を
以
て
其
の
頸
に
刺
し
充
て
、
斬
ら
む
と
せ
し

時
に
、
其
の�
女
、
天
皇
に
白
し
て
曰
は
く
、｢

吾
が
身
を
殺
す
こ
と
莫
れ
。
白
す
べ
き
事
有
り｣

と
い
ひ
て
、
即
ち
歌
ひ
て
曰
は
く
、

…
…

と
い
う
話
の
中
で
は
、
非
礼
に
対
し
て
即
座
に
采
女
を
斬
り
殺
そ
う
と
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
こ
に
は｢

怒
る｣

と
い
う
言
葉
は
な
く
、

歌
に
よ
っ
て
そ
の｢

怒
り｣

は
す
っ
か
り
絡
め
取
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
神
と
の
対
峙
と
い
う
特
別
な
理
由
以
外
で
は
、
雄
略
さ
え
も

｢

怒
り｣

を
抑
え
ら
れ
た
感
が
あ
る
。
ま
し
て
景
行
天
皇
の｢

怒
り｣

な
ど
、『

古
事
記』

の
中
で
は
許
容
さ
れ
得
る
筈
が
な
い
。
召
し
上

げ
る
筈
の
女
性
を
勝
手
に
横
取
り
し
、
天
皇
の
命
に
よ
っ
て｢

ツ
カ
ハ｣

さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず｢

復
命｣

も
し
な
い
不
忠
な
皇
子
大

碓
に
対
す
る｢

怒
り｣

も
な
く
、｢

恨
む｣

こ
と
も
な
い
。
そ
れ
は
、
一
つ
に
は
も
ち
ろ
ん
こ
の
後
の
小
碓
命
に
よ
る
惨
殺
を
持
ち
出
す
た

め
で
あ
り
、
そ
れ
は
天
皇
が
小
碓
を
畏
れ
、
遠
ざ
け
る
理
由
付
け
と
し
て
必
要
な
展
開
で
あ
る
。
こ
こ
で
大
碓
を
責
め
た
り
、
さ
ら
に
処

罰
し
て
し
ま
っ
て
は
、
兄
を｢

ね
ぎ
さ
と
す｣

と
い
う
小
碓
の
行
為
に
繋
が
り
に
く
い
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
小
碓
の
凶
暴
性
を
示
す
た

め
な
ら
ば
、
説
話
展
開
に
よ
っ
て
他
に
い
く
ら
で
も
達
成
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
景
行
天
皇
が
か
く
も
感
情
表
出
の
な
い
、
存
在
感
の
乏

し
い
天
皇
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
に
は
、
別
に
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
都
倉
氏
は
、

…
…
景
行
は
、
タ
ケ
ル
の
悲
劇
を
よ
り
悲
劇
的
た
ら
し
め
る
と
い
う
文
芸
的
効
果
を
ね
ら
っ
て
無
味
乾
燥
、
冷
酷
非
情
な
命
令
者

と
し
て
造
形
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
日
常
次
元(

ケ)

に
お
け
る
王
権
の
顕
現
た
る
秩
序
性(

正)

の
象
徴
と
し
て
形
象
化
さ
れ
た

���



存
在
で
あ
る
。

と
述
べ
る
。
王
権
の
顕
現
と
し
て
の
秩
序
性
を
表
す
意
味
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
王
権
か
ら
は
み
出
し
た
タ
ケ
ル
の
負
と
し
て
の
あ

り
方
と
一
対
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
大
碓
の
所
業
に
対
す
る
態
度
と
し
て
は
や
は
り
不
自
然
さ
が
残
る
。

三

景
行
記
の
記
述
を『

書
紀』
の
そ
れ
と
並
べ
て
み
た
時
、
先
の
大
碓
の
不
忠
な
振
舞
い
を
除
く
と
、
共
通
し
て
い
る
の
は
必
然
的
に
ヤ

マ
ト
タ
ケ
ル
熊
曾
征
討
と
東
征
物
語
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
景
行
天
皇
像
に
つ
い
て
見
て
み
る
。

タ
ケ
ル
を
熊
曾
征
討
に
送
り
出
す
場
面
は
、『

古
事
記』

に
、

是
に
、
天
皇
、
其
の
御
子
の
建
く
荒
き
情
を
惶
り
て
詔
は
く
、｢

西
の
方
に
熊
曾
建
二
人
有
り
。
是
、
伏
さ
ず
礼
無
き
人
等
ぞ
。
故
、

其
の
人
等
を
取
れ｣

と
の
り
た
ま
ひ
て
、
遣
し
き
。

と
あ
り
、『

書
紀』

に
は
、

冬
十
月
の
丁
酉
の
朔
に
し
て
己
酉
に
、
日
本
武
尊
を
遣
し
て
、
熊
襲
を
撃
た
し
め
た
ま
ふ
。

�������



と
あ
っ
て
、
景
行
の
言
葉
は
な
い
。
熊
曾
征
討
か
ら
戻
っ
た
タ
ケ
ル
に
対
す
る
言
葉
は
記
紀
の
い
ず
れ
に
も
な
く
、
た
だ『

書
紀』

に

｢
天
皇
、
是
に
日
本
武
の
功
を
美
め
た
ま
ひ
て
、
異
に
愛
み
た
ま
ふ
。｣

と
記
す
の
み
で
あ
る
。

ま
た
、
東
征
物
語
の
始
め
と
終
わ
り
の
部
分
は
、
記
紀
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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行
記

秋
七
月
の
癸
未
の
朔
に
し
て
戊
戌
に
、
天
皇
、
群�

に
詔
し
て
曰
は
く
、

｢

今
し
東
国
安
か
ら
ず
し
て
、
暴
神
多
に
起
る
。
亦
蝦
夷
悉
に
叛
き
、

�
人
民
を
略
む
。
誰
人
を
遺
し
て
か
其
の
乱
れ
た
る
を
平
げ
し
め
む｣

と
の
た
ま
ふ
。
群
臣
皆
誰
を
遺
さ
む
と
い
ふ
こ
と
を
知
ら
ず
。
日
本
武

尊
の
奏
し
て
言
し
た
ま
は
く
、｢

臣
は
則
ち
先
に
西
を
征
つ
こ
と
に
労

き
き
。
是
の
役
は
必
ず
大
碓
皇
子
の
事
な
ら
む｣

と
ま
を
し
た
ま
ふ
。

時
に
大
碓
皇
子
、
愕
然
き
て
、
草
の
中
に
逃
げ
隠
る
。
則
ち
使
者
を
遺

し
て
召
し
来
さ
し
め
た
ま
ふ
。
爰
に
天
皇
責
め
て
曰
は
く
、｢

汝
が
欲

せ
ざ
ら
む
を
、
豈
強
に
遺
さ
む
や
。
何
ぞ
未
だ
賊
に
対
は
ず
し
て
、
予

め
懼
る
る
こ
と
の
甚
し
き｣

と
の
た
ま
ふ
。
此
に
因
り
て
、
遂
に
美
濃

に
封
さ
し
た
ま
ふ
。
仍
り
て
封
地
に
如
る
。
是
身
毛
津
君
・
守
君
、
凡

て
二
族
が
始
祖
な
り
。
是
に
日
本
武
尊
、
雄
誥
し
て
曰
し
た
ま
は
く
、

｢
熊
襲
既
に
平
け
て
、
未
だ
幾
の
年
も
経
ざ
る
に
、
今
し
更
東
夷
叛
け

り
。
何
の
日
に
か
大
平
ぐ
る
に
逮
ら
む
。
臣
労
し
と
雖
も
、
頓
に
其
の

乱
を
平
げ
む｣

と
ま
を
し
た
ま
ふ
。
則
ち
天
皇
斧
鉞
を
持
り
て
、
日
本

武
尊
に
授
け
て
曰
は
く
、｢

朕
が
聞
け
ら
く
、
其
の
東
夷
は
、
…
…
未

景
行
紀
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だ
王
化
に
染
は
ず
。
…
…
亦
是
の
天
下
は
則
ち
汝
の
天
下
な
り
。
是
の

位
は
則
ち
汝
の
位
な
り
。
願
は
く
は
、
深
く
謀
り
遠
く
慮
ひ
、
姦
し
き

を
探
り
変
く
を
伺
ひ
、
示
す
に
威
を
以
ち
て
し
、
懐
く
る
に
徳
を
以
ち

て
し
て
、
兵
甲
を
煩
さ
ず
し
て
、
自
づ
か
ら
に
臣
順
は
し
め
よ
。
即
ち

言
を
巧
み
て
暴
神
を
調
へ
、
武
を
振
ひ
て
姦
鬼
を
攘
へ｣

と
の
た
ま
ふ
。

是
に
日
本
武
尊
、
乃
ち
斧
鉞
を
受
り
て
、
再
拝
み
て
奏
し
て
曰
さ
く
、

｢

嘗
て
西
を
征
ち
し
年
に
、
皇
霊
の
威
を
頼
り
て
、
三
尺
剣
を
提
げ
て

熊
襲
国
を
撃
ち
、
未
だ
浹
辰
を
経
な
く
に
、
賊
首
罪
に
伏
ひ
ぬ
。
今
し

亦
神
祗
の
霊
を
頼
り
、
天
皇
の
威
を
借
り
て
、
往
き
て
其
の
境
に
臨
み
、

示
す
に
徳
教
を
以
ち
て
せ
む
に
、
猶
し
服
は
ざ
る
有
ら
ば
、
兵
を
挙
げ

て
撃
た
む｣

と
ま
を
し
た
ま
ふ
。
仍
り
て
重
ね
て
再
拝
み
た
ま
ふ
。
天

皇
、
則
ち
吉
備
武
彦
と
大
伴
武
日
連
と
に
命
せ
て
、
日
本
武
尊
に
従
は

し
め
、
亦
七
掬
脛
を
以
ち
て
膳
夫
と
し
た
ま
ふ
。

…
…

(

中
略)

…
…

既
に
し
て
能
褒
野
に
崩
り
ま
す
。
時
に
年
三
十
な
り
。

天
皇
聞
し
め
し
て
、
寝
席
安
か
ら
ず
、
食
味
甘
か
ら
ず
、
昼
夜
に
喉

咽
ひ
て
、
泣
悲
し
び��
ち
た
ま
ふ
。
因
り
て
大
き
に
歎
き
て
曰
は
く
、

｢

我
が
子
小
碓
王
、
昔
熊
襲
の
叛
き
し
日
に
、
未
だ
総
角
に
も
及
ら
ぬ

に
、
久
し
く
征
伐
に
煩
み
、
既
に
し
て
恒
に
左
右
に
在
り
て
、
朕
が
不

及
を
補
ひ
き
。
然
る
に
東
夷
騒
動
み
、
討
た
し
む
る
者
勿
し
。
愛
し
き

を
忍
び
て
賊
の
境
に
入
ら
し
む
。
一
日
の
顧
は
ず
と
い
ふ
こ
と
無
し
。

是
を
以
ち
て
、
朝
夕
に
進
退
ひ
て
、
還
ら
む
日
を
佇
待
ち
し
に
、
何
の

禍
ぞ
も
、
何
の
罪
ぞ
も
、
不
意
之
間
、
我
が
子
を�
亡
す
る
こ
と
。

歌
ひ
竟
り
て
、
即
ち
崩
り
ま
し
き
。
爾
く
し
て
、
駅
使
を
貢
上
り

き
。
是
に
、
倭
に
坐
し
し
后
等
と
御
子
等
と
、
諸
下
り
到
り
て
、
御

陵
を
作
り
て
、
即
ち
其
地
の
な
づ
き
田
を
匍
匐
ひ
廻
り
て
哭
き
、
歌

為
て
曰
は
く
、(

下
略)



総
じ
て
い
え
ば
、『

書
紀』

の
景
行
の
方
が
饒
舌
で
あ
る
。『

書
紀』

は
全
体
的
に
漢
文
的
修
辞
で
満
た
さ
れ
て
お
り
、
会
話
文
も
そ
の

例
に
漏
れ
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
タ
ケ
ル
と
天
皇
と
の
間
に
は
多
少
な
り
と
も
会
話
の
行
わ
れ
て
い
る
感
が
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
景
行
記
で
は
、
天
皇
は
東
征
に
向
か
う
タ
ケ
ル
に
対
し
て
殆
ど
事
務
的
な
挨
拶
に
徹
し
て
い
る
。『

書
紀』

は
、
東
征
に
派
遣
さ
れ

る
の
を
懼
れ
て
逃
げ
隠
れ
る
大
碓
の
姿
を
語
り
、
対
照
的
に
自
ら
の
疲
労
に
も
拘
ら
ず
天
皇
の
期
待
に
応
え
よ
う
と
す
る
タ
ケ
ル
の
姿
を

強
調
す
る
。
そ
し
て｢

是
の
天
下
は
則
ち
汝
の
天
下
な
り
。
是
の
位
は
則
ち
汝
の
位
な
り
。｣

と
ま
で
言
う
天
皇
に
対
し
、
タ
ケ
ル
も
力
強

く
答
え
て
い
る
。
記
紀
の
タ
ケ
ル
像
の
差
異
が
顕
著
な
部
分
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
特
に
記
紀
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
の
は
タ
ケ
ル
終

焉
の
場
面
で
あ
る
。
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、『

書
紀』

は
、
タ
ケ
ル
の
死
の
報
に
接
し
て
景
行
天
皇
が｢

胸
を
打
っ
て
泣
き
悲
し｣

ん
だ

と
し
て
そ
の
悲
嘆
の
言
葉
を
載
せ
る
。
こ
れ
は
出
発
に
際
し
て
の
天
皇
の
期
待
感
と
呼
応
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
の『

古
事
記』

で
は
、
死
の
知
ら
せ
を
受
け
た
后
や
御
子
た
ち
が
大
和
か
ら
下
り
来
て
、
這
い
ず
り
回
っ
て
泣
き
、
歌
を
歌
っ
た
と
す
る
が
、
父
で
あ
り

東
征
の
指
令
者
で
あ
る
景
行
天
皇
の
姿
も
言
葉
も
語
ら
れ
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん『

書
紀』

の
文
面
か
ら
は
漢
文
的
な
粉
飾
と
い
う
要
素

を
割
り
引
い
て
読
む
必
要
は
あ
ろ
う
が
、
皇
子
の
死
を
聞
い
た
父
天
皇
が
そ
の
死
を
悲
し
ん
で
泣
く
と
い
う
こ
と
自
体
は
、
自
然
な
情
愛

の
発
露
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。『

古
事
記』

で
は
、
西
征
に
赴
か
せ
る
発
端
を
、
暴
虐
な
行
い
の
タ
ケ
ル
に
対
す
る
景
行
の｢

オ
ソ
レ｣

と
し
て
語
っ
て
い
る
た
め
、
タ
ケ
ル
の
死
の
報
せ
を
受
け
て
も
、
今
更
泣
く
わ
け
に
も
い
か
な
い
道
理
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の｢

泣

か
な
い｣

と
い
う
こ
と
も
ま
た
、『

古
事
記』

の
他
の
天
皇
に
共
通
す
る
傾
向
で
あ
る
。
記
中
に｢

ナ
ク｣

と
い
う
語
は
三
十
四
例
あ
り
、

場
面
で
十
六
を
数
え
る
。
泣
い
て
い
る
の
は
、
上
巻
で
イ
ザ
ナ
キ
、
ス
サ
ノ
ヲ
、
ア
シ
ナ
ヅ
チ
と
テ
ナ
ヅ
チ
、
イ
ナ
バ
ノ
シ
ロ
ウ
サ
ギ
、

���

今
よ
り
以
後
、
誰
人
と
与
に
か
鴻
業
を
経
綸
め
む｣

と
の
た
ま
ふ
。����



オ
ホ
ナ
ム
ヂ
の
母
の
サ
シ
ク
ニ
ワ
カ
ヒ
メ
、
ス
セ
リ
ビ
メ
、
ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
の
父
や
妻
子
、
そ
れ
に
ホ
ヲ
リ
、
中
巻
で
は
、
サ
ホ
ビ
メ
、

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
、
タ
ケ
ル
の
妻
子
、
応
神
記
の
海
人
、
秋
山
之
下
氷
壮
夫
、
下
巻
で
軽
の
乙
女

(

軽
太
子
の
歌
中)

、
引
田
部
の
赤
猪
子
、

清
寧
記
の
小
楯
連
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
天
皇
も
、
後
の
皇
位
継
承
者
も
い
な
い
。

一
方
、『
書
紀』

の
中
で
泣
い
て
い
る
者
の
う
ち
、
天
皇
に
つ
い
て
挙
げ
る
と
、
先
の
景
行
の
ほ
か
に
、

・
太
子
ウ
ヂ
ノ
ワ
キ
イ
ラ
ツ
コ
と
皇
位
を
譲
り
合
う
う
ち
に
自
殺
し
た
太
子
を
悲
し
み
、
胸
を
打
っ
て
泣
き
悲
し
む
オ
ホ
サ
ザ
キ

(

仁
徳
即
位
前
紀
。
応
神
記
に
こ
の
話
な
し)

・
身
を
隠
し
て
い
た
弘
計

(
顕
宗)

と
億
計

(

仁
賢)

が
身
分
を
明
か
そ
う
と
決
意
し
て
抱
き
合
っ
て
泣
く
。(

顕
宗
即
位
前
紀)

・
亡
父
の
遺
骨
を
探
し
出
せ
ず
に
兄
で
あ
る
皇
太
子
億
計
と
と
も
に
激
し
く
泣
く
顕
宗
天
皇

(

顕
宗
紀
元
年)

・
皇
孫
建
王
が
八
歳
で
薨
じ
た
の
を
悲
し
ん
で
慟
哭
す
る
斉
明

(

斉
明
紀
四
年)

・
十
市
皇
女
の
死
に
発
哀
の
礼
を
行
う
天
武

(
天
武
紀
七
年)

・
舎
人
王
の
卒
去
に
あ
た
り
、
哭
礼
を
行
う
天
武

(
天
武
紀
九
年)

の
例
を
見
る
。
天
武
の
哭
礼
が
多
分
に
儀
礼
に
則
っ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
泣
く
こ
と
は
い
わ
ば
感
情
の
直
接
的
な
発
現
で
あ
り
、

情
の
自
然
で
あ
る
。『

古
事
記』

の
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
物
語
が
叙
情
性
に
富
む
の
も
、
一
つ
に
は
自
ら
の
悲
劇
性
を
伯
母
で
あ
る
倭
姫
に
泣
い

て
訴
え
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
タ
ケ
ル
に
限
ら
ず
、
そ
の
タ
ケ
ル
の
死
を
聞
い
て
駆
け
つ
け
た
后
や
御
子
も
泣
く
。
愛
妻
を
喪
っ
た
イ
ザ

ナ
キ
は
妻
の
枕
べ
を
這
い
回
っ
て
泣
き
、
ス
サ
ノ
ヲ
は
大
人
に
な
る
ま
で｢

泣
き
い
さ
ち｣

、
全
身
の
毛
皮
を
剥
が
れ
た
イ
ナ
バ
ノ
シ
ロ
ウ

���



サ
ギ
は
泣
き
、
息
子
を
殺
さ
れ
た
オ
ホ
ナ
ム
ヂ
の
母
神
は
泣
き
、
ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
を
喪
っ
た
妻
や
親
た
ち
も
泣
き
、
兄
の
釣
り
針
を
無
く

し
た
ホ
ヲ
リ
も
泣
き
、
兄
と
夫
へ
の
情
愛
の
狭
間
に
あ
っ
て
サ
ホ
ビ
メ
も
泣
く
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、『

古
事
記』

の
天
皇
達
は
全
く
泣
か

な
い
の
で
あ
る
。
山
田
永
氏
は｢

泣
く
の
は
自
ら
の
欠
如
を
補
う
た
め
で
あ
っ
た
。｣

と
い
う
。『

古
事
記』

の
天
皇
は
、
自
ら
に
欠
如
を

持
た
な
い
完
璧
な
る
存
在
と
し
て
造
形
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
い
や
、
泣
く
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
。
喜
怒
哀
楽
の
全
て
に

お
い
て
、『

古
事
記』
の
天
皇
達
は
ひ
ど
く
無
感
動
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。｢

怒
り｣

に
つ
い
て
は
先
に
ふ
れ
た
が
、
試
み
に『

古
事
記』

の
中
に｢

ヨ
ロ
コ
ブ｣
と
い
う
語
を
探
し
て
み
る
と
、

(

１)

此
時
、
伊
耶
那
伎
命
、
大
歓
喜
詔
、
…
…

(

上
巻
・
三
貴
子
の
分
治)

(

２)

爾
、
天
宇
受
売
白
言
、
益
汝
命
而
貴
神
坐
故
、
歓
喜
咲
楽
、
…
…

(

上
巻
・
天
の
石
屋)

(

３)

故
、
乞
遣
其
父
大
山
津
見
神
之
時
、
大
歓
喜
而
、
…
…

(

上
巻
・
邇
々
芸
命
の
結
婚)

(

４)

於
是
、
天
皇
、
大
歓
以
詔
之
、
天
下
平
、
人
民
栄
、
…
…

(

中
巻
・
崇
神
・
神
々
の
祭
祀)

(

５)

爾
、
所
遣
御
伴
王
等
、
聞
歓
見
喜
而
、
御
子
者
坐
檳
榔
之
長
穂
宮
而
、
貢
上
駅
使
。(

中
巻
・
垂
仁
・
本
牟
智
和
気
の
御
子)

(

６)

…
…
乃
於
其
隼
人
賜
大
臣
位
、
百
官
令
拝
。
隼
人
、
歓
喜
、
以
為
遂
志
。(

下
巻
・
履
中
・
水
歯
別
命
と
曾
婆
訶
理)

(

７)

於
是
、
其
姨
飯
豊
王
、
聞
歓
而
、
令
上
於
宮
。(

下
巻
・
清
寧
・
二
王
子
の
舞)

と
あ
り
、
こ
の
中
で
天
皇
の
例
が
一
例
で
あ
る
。
ま
た
、｢

ワ
ラ
フ｣

は
、

���
����



(

１)

爾
、
高
天
原
動
而
、
八
百
万
神
共
咲
。(

上
巻
・
天
の
石
屋)

(
２)

於
是
、
天
照
大
御
神
、
以
為
怪
、
細
開
天
石
屋
戸
而
、
内
告
者
、
…
…
何
亦
八
百
万
神
諸
咲
。(

上
巻
・
天
の
石
屋)

(
３)

(

大
前
小
前
宿
禰)

如
此
歌
、
参
帰
、
白
之
、
…
…
若
及
兵
者
、
必
人
、
咲
。
僕
、
捕
以
貢
進
。(

下
巻
・
允
恭
・
軽
太
子
と
軽
大

郎
女)

(

４)

如
此
相
譲
之
時
、
其
会
人
等
、
咲
其
相
譲
之
状
。(

下
巻
・
清
寧
・
二
王
子
の
舞)

と
あ
る
が
、
天
皇
の｢

ワ
ラ
フ｣
例
は
な
い
。
い
ず
れ
も
絶
対
数
の
少
な
い
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
を『

書
紀』

に
求
め
て
み
る
と
、｢

ヨ
ロ

コ
ブ｣

は
八
十
九
例
を
数
え
、
そ
の
う
ち
に
天
皇
の
場
合
が
十
九
例
あ
る
。
ま
た｢

ワ
ラ
フ｣

は
、
十
七
例
を
見
出
せ
る
が
、
そ
の
中
に
、

小
子
部
の
ス
ガ
ル
を｢

ワ
ラ
フ｣

雄
略
と
、
木
に
登
ら
せ
た
人
を
射
落
と
し
て｢

ワ
ラ
フ｣

武
烈
の
例
を
見
る
。
こ
の
武
烈
の
例
な
ど
は
、

純
粋
な
心
の
楽
し
み
を
表
す｢

笑
い｣

と
言
い
か
ね
る
が
、｢

ワ
ラ
フ｣

と
い
う
語
そ
の
も
の
の
表
す
感
情
自
体
が
、
実
は
単
純
で
は
な
い
。

柳
田
國
男
が
、

ヲ
コ
の
根
底
に
は
、
最
も
広
い
意
味
の
人
間
の
不
覚
と
い
ふ
も
の
が
、
横
た
は
つ
て
居
る
こ
と
は
事
実
で
あ
ら
う
。
普
通
の
至
つ

て
有
り
ふ
れ
た
生
活
知
識
、
誰
で
も
備
へ
て
居
る
や
う
な
平
凡
な
技
術
を
備
へ
ず
、
又
は
判
断
や
予
知
力
を
欠
い
た
結
果
、
屡
々
な

み
の
人
の
せ
ぬ
事
を
し
て
居
る
の
も
ヲ
コ
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
を
発
見
し
た
人
々
は
、
せ
め
て
我
身
の
そ
れ
よ
り
も
立
ち
優
つ
て

居
た
こ
と
を
知
つ
て
、
い
は
ゆ
る
楽
し
い
驚
き
を
高
く
表
示
し
た
の
だ
ら
う
が
、
そ
ん
な
機
会
は
実
は
追
々
に
乏
し
く
、
又
い
つ
ま

で
も
絶
え
な
い
や
う
で
も
困
る
の
で
あ
つ
た
。
そ
こ
で
第
二
に
現
は
れ
て
来
よ
う
と
す
る
の
は
、
強
ひ
て
さ
う
い
ふ
笑
ふ
べ
き
も
の

を
捜
し
ま
は
つ
て
、
何
と
か
し
て
ヲ
コ
の
笑
ひ
の
楽
し
み
を
持
続
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
、
其
為
に
は
聴
け
ば
憤
る
や
う
な
人
も
笑

���
(

22)

(

23)



は
れ
、
も
し
く
は
少
数
の
す
ね
者
の
、
寧
ろ
尋
常
を
笑
は
ん
と
す
る
者
が
雷
同
附
和
せ
ら
れ
る
。

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、｢

笑
い｣

に
は
知
的
判
断
を
経
由
す
る
側
面
が
あ
っ
て
、｢

泣
く｣

こ
と
ほ
ど
に
直
接
的
な
感
情
の
表
出
と
は
言

え
な
い
。
そ
れ
で
も『

書
紀』

が
、
僅
か
に
二
例
な
が
ら
も｢

ワ
ラ
フ｣

天
皇
の
姿
を
伝
え
て
い
る
こ
と
に
は
注
目
す
べ
き
だ
が
、
と
に

か
く『

古
事
記』
の
天
皇
は｢

ワ
ラ
フ｣

こ
と
も
な
い
。
も
と
よ
り
記
紀
の
よ
う
な
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
後
代
に
出
現
す
る
一
般
的
な

文
学
作
品
と
同
レ
ベ
ル
の
人
物
造
形
や
感
情
表
出
を
見
出
そ
う
と
す
る
の
に
は
無
理
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
神
話
や
説
話
を
採
用
し
つ
つ

叙
事
を
展
開
し
、
そ
こ
に
主
題
と
構
想
を
有
す
る
作
品
と
し
て
の
姿
を
持
つ
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
の
中
で
の
人
物
像
に
意
図
さ
れ
た
造

形
が
あ
る
の
も
当
然
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
見
た
時
に
、『

古
事
記』

の
収
載
す
る
説
話
部
分
に
彩
り
を
与
え
て
い
る
の
は
、
殆
ど
が
天
皇

以
外
の
人
物
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

前
述
の
三
重
の
采
女
を
殺
そ
う
と
し
た
雄
略
に
し
て
も
、
い
き
な
り
殺
そ
う
と
し
て
は
い
る
が
、
そ
の
感
情
を
表
す
言
葉
は
な
い
。
采

女
の
命
乞
い
の
歌
を
持
ち
出
す
た
め
に
刀
を
抜
か
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
に
さ
え
見
え
る
。
サ
ホ
ビ
メ
を
つ
い
に
取
り
戻
せ
ず
に
死
な
せ
て

し
ま
っ
た
垂
仁
も
、
作
戦
の
失
敗
を
悔
い
て
玉
造
を
憎
ん
で
い
る
が
、
悲
し
み
の
感
情
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
仁
徳
は
、
既
に
多
く
の
先
学

が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
儒
教
的
な
徳
を
体
現
す
る
天
皇
で
あ
っ
て
、
感
情
を
露
わ
に
す
る
こ
と
は
な
く
、
仁
徳
記
を
賑
わ
わ
せ
て
い
る

の
は
主
に
イ
ハ
ノ
ヒ
メ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
天
皇
達
の
姿
に
は
、
個
の
人
間
と
し
て
の
感
情
表
出
が
乏
し
い
。『

古
事
記』

は
天
皇
達
に
個

性
を
与
え
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
。
荻
原
千
鶴
氏
は
、

…
…『

古
事
記』

が
天
皇
即
位
の
事
由
を
具
体
的
に
語
ろ
う
と
し
な
い
こ
と
、
大
后
記
載
を
常
備
し
な
い
こ
と
は
、
と
も
に
不
用

意
の
不
在
で
は
な
く
、
周
到
に
用
意
さ
れ
た
不
在
、
意
図
さ
れ
た
沈
黙
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

…
…『

古
事
記』

は
沈
黙
に
よ
っ
て
、
事
由
を
必
要
と
し
な
い｢

天
皇｣
の
絶
対
性
を
構
築
し
た
。
天
皇
は
天
皇
と
し
て
絶
対
で
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あ
り
、
す
で
に
天
皇
と
し
て
在
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
至
る
事
由
は
問
題
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て『

古
事
記』

は
生
母
の
出

自
・
群
臣
の
意
向
・
王
者
に
ふ
さ
わ
し
い
資
質
、
な
ど
の
要
件
を
超
え
る
こ
と
に
よ
っ
て｢

天
皇｣

を
絶
対
化
す
る
。
そ
し
て
ま
た

そ
の
た
め
に
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
個
と
し
て
の
天
皇
を
捨
象
し
た
。

と
述
べ
、
天
武
以
後
の
皇
位
継
承
を
め
ぐ
る
不
安
に
対
す
る
用
意
と
し
て
意
図
さ
れ
た
構
想
と
考
え
て
い
る
。
氏
は
さ
ら
に｢

天
皇
に
背

を
向
け
る
者
た
ち
の
話
が
生
彩
に
富
む
こ
と｣

が
、
こ
う
し
た｢

個
を
捨
象｣

さ
れ
た
天
皇
と
の
対
比
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。
感
情
豊
か
な
、
人
間
味
あ
ふ
れ
る
人
物
造
形
は
、
作
品
と
し
て
文
芸
性
を
高
め
、
読
み
手
に
活
き
活
き
と
し
た
感
動
を

与
え
る
。
し
か
し『

古
事
記』
の
目
指
す
第
一
の
到
達
点
は
、
天
皇
の
統
治
す
る
王
権
そ
の
も
の
の
優
位
性
、
超
越
性
で
あ
る
。
天
皇
は

天
皇
と
し
て
の
存
在
で
あ
り
、
そ
こ
に
歴
代
天
皇
の
個
性
が
印
象
づ
け
ら
れ
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
景
行
の
描
か
れ
方
に

は
こ
う
し
た
理
由
が
見
出
さ
れ
る
。

そ
し
て
オ
ホ
ナ
ム
ヂ

(

オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ)
も
、
そ
の
説
話
の
分
量
の
多
さ
か
ら
は
意
外
な
こ
と
だ
が
泣
く
こ
と
は
な
い
。
い
つ
も
周
囲
が

泣
き
、
彼
の
危
機
を
救
っ
て
い
る
。
オ
ホ
ナ
ム
ヂ
が
決
し
て
泣
か
な
か
っ
た
の
も
、
た
と
え
ば
数
種
類
の
資
料
の
切
り
貼
り
を
基
に
し
た

机
上
の
創
造
に
よ
る
偶
然
の
産
物
な
ど
で
は
な
く
、
国
譲
り
で
大
和
朝
廷
の
統
治
が
正
当
化
さ
れ
る
以
前
の｢

ク
ニ
ヌ
シ｣

の
姿
に
、
と

に
か
く
絶
対
的
な
代
表
者
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
か
っ
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
天
孫
降
臨
を
前
に
委
譲
さ
れ
た｢

ク
ニ｣

は
、

絶
対
的
な
代
表
権
を
持
つ
者
に
よ
っ
て
委
譲
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
出
来
る
限
り
大
き
な
存
在
と
し
て
描
か
れ
た｢

ク
ニ

ヌ
シ｣

が
求
め
ら
れ
、
そ
の
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
に｢

ク
ニ｣

を
譲
ら
せ
る
こ
と
で
、
王
権
の
権
威
を
示
し
得
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
譲
る
神

の
姿
は
大
き
く
描
か
れ
な
が
ら
も
、
事
後
は
永
遠
に
退
場
し
て
い
く｢

ク
ニ
ヌ
シ｣

に
リ
ア
ル
な
イ
メ
ー
ジ
は
不
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

そ
こ
に
個
性
が
ほ
の
見
え
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
が
ま
た
別
の
個
性
を
連
想
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
国
譲
り
が
一
度
で
済
ま
な
く
て
は
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神
話
と
し
て
語
る
意
味
も
な
い
。
泣
か
せ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、『

古
事
記』

は
オ
ホ
ナ
ム
ヂ
の
神
話
を
語
り
得
た
と
い
え
る
。

四

『

古
事
記』

は
、
天
皇
の
個
性
を
出
来
る
限
り
抑
え
る
こ
と
で
、
統
一
さ
れ
た｢

天
皇｣

像
を
作
り
上
げ
よ
う
と
し
た
。
そ
の
方
法
が
、

歴
代
天
皇
に
な
る
べ
く
人
間
的
な
情
感
を
吹
き
込
ま
な
い
と
言
う
、
い
わ
ば
消
極
的
な
描
き
方
で
あ
っ
た
。
天
皇
を
中
心
と
し
た
王
権
の

絶
対
的
な
価
値
を
語
る
た
め
に
、
そ
の
中
心
と
な
る
歴
代
天
皇
を
、
そ
の
人
物
造
形
の
あ
り
よ
う
と
し
て
真
空
に
近
づ
け
て
い
く
と
い
う

方
法
を
採
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
作
品
全
体
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
持
た
せ
る
上
で
、
周
囲
の
人
物
造
形
や
歌
謡
の
充
実
が
必

要
と
な
り
、
作
品
と
し
て
の
文
芸
性
が
保
証
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。『

古
事
記』

が
タ
ケ
ル
物
語
の
よ
う
な
文
芸
性
を
持
ち
得

た
理
由
の
一
つ
は
、
そ
の
構
想
の
下
に
内
包
さ
れ
て
い
る
仕
組
み
そ
の
も
の
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
と
に
吉
田
義
孝
氏
が
述
べ
て
い

る
よ
う
に
、
天
武
像
が
絶
対
化
さ
れ
、
統
一
的
な
天
皇
像
が
後
の
皇
位
継
承
者
、
と
り
わ
け
草
壁
亡
き
後
の
元
明
朝
に
至
る
継
承
者
に
と
っ

て
、
重
要
な
拠
り
所
と
な
っ
た
筈
で
あ
る
。
人
麻
呂
の
日
並
皇
子
殯
宮
挽
歌

(

巻
二
・
一
六
七)

で
は
、
降
臨
す
る
神
と
み
な
さ
れ
る
天
武

の
姿
が
歌
わ
れ
、
高
市
皇
子
殯
宮
挽
歌

(

巻
二
・
一
九
九)
で
も
、
神
武
以
来
の
歴
代
に
は
触
れ
ず
に
天
武
の
登
場
を
歌
う
。
こ
う
し
た
人

麻
呂
の
歌
い
方
は
、
原
神
話
の
よ
う
な
も
の
か
ら
適
当
な
説
を
持
ち
出
し
た
の
で
は
な
い
。
記
紀
と
も
ま
た
異
な
る
、
人
麻
呂
の
立
場
で

の
歌
い
方
と
し
て
捉
え
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
神
野
志
隆
光
氏
に
よ
っ
て
人
麻
呂
独
自
の
天
皇
神
格
化
表
現
と
し
て
詳
細
に
分
析
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
天
武
朝
を
新
王
朝
の
始
祖
と
見
て
、
そ
の｢

正
当
性
の
確
信｣
を
求
め
た
と
き
の
表
現
と
し
て
、
降
臨
す
る
天
武
の
姿

が
歌
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
神
武
以
来
の
歴
代
の
姿
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
筈
で
あ
る
が
、
表
現
と
し
て
は
天
武
し
か
歌
わ
れ
て
い

���
(

27)����



な
い
。
近
江
荒
都
歌
に
お
い
て
、

玉
だ
す
き

畝
傍
の
山
の

橿
原
の

聖
の
御
代
ゆ

生
れ
ま
し
し

神
の
こ
と
ご
と

つ
が
の
木
の

い
や
継
ぎ
継
ぎ
に

天
の

下

知
ら
し
め
し
し
を
…
…

(

巻
一
・
二
九)

と
歌
わ
れ
て
い
る｢
い
や
継
ぎ
継
ぎ
に｣

は
、
神
武
以
降
、
天
智
に
至
る
歴
代
を
時
間
も
ろ
と
も
一
纏
め
に
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
表
現

方
法
が
獲
得
さ
れ
て
い
く
の
と
同
時
進
行
の
形
で
、
記
紀
は
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
皇
統
を
採
り
上
げ
、
表
現
を
試
み

る
中
で
、
皇
統
讃
美
の
歌
は
金
村
、
赤
人
を
経
て
家
持
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
。
家
持
が｢

高
御
座

天
の
日
継
と｣

(

巻
十
八
・
四
〇

八
九)

｢

千
代
重
ね

い
や
継
ぎ
継
ぎ
に

知
ら
し
来
る

天
の
日
継
ぎ
と｣

(

巻
十
九
・
四
二
五
四)

と
歌
う
の
は
、
天
皇
を
神
と
す
る
皇

統
讃
美
表
現
に
、
そ
の
受
け
継
が
れ
て
き
た
継
承
を
加
え
た
独
自
の
表
現
で
あ
る
。
こ
う
し
た
歴
代
を
凝
縮
し
た
表
現
は
、
新
王
朝
と
し

て
の
天
武
朝
を
意
識
す
る
こ
と
で
初
め
て
可
能
と
な
り
、
人
麻
呂
か
ら
家
持
に
至
る
行
幸
従
駕
経
験
者
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
。

そ
の
流
れ
と
並
行
し
、
時
に
は
混
じ
り
合
い
な
が
ら
、
神
話
・
説
話
を
編
纂
し
て
い
く
中
で『

古
事
記』

の
天
皇
に
つ
い
て
の
描
き
方
が

定
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
王
権
の
絶
対
性
を
語
る
目
的
の
た
め
に
、
方
法
と
し
て
歴
代
天
皇
の
人
物
造
形
を
消
極
的
に
し
て
い
く

と
い
う
逆
立
ち
し
た
発
想
は
、
壬
申
の
乱
を
一
つ
の
画
期
と
し
、
新
王
朝
を
始
祖
と
す
る
こ
と
で
思
い
切
っ
た
皇
統
譜
の
語
り
出
し
を
達

成
し
た
人
麻
呂
の
手
法
に
触
発
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、
そ
の
よ
う
な
新
王
朝
の
意
識
下
に
底

流
し
た
新
た
な
価
値
観
に
よ
っ
て
、『

古
事
記』

の
天
皇
像
は
完
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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注
(

１)

大
館
真
晴
氏
は

『

日
本
書
紀』

の
タ
ケ
ル
像
に
つ
い
て
、｢

大
碓
皇
子
と
の
対
比
を
通
し
て
父
景
行
天
皇
に
対
し
て

｢

孝｣

な
る
人
物
と
し
て
描

か
れ
て
い
る
。｣

と
し
て
、
景
行
の
後
継
者
た
る
資
質
を
捉
え
だ
し
て
い
る
。(｢『

日
本
書
紀』

に
み
る
日
本
武
尊
像
―
―
大
碓
皇
子
と
の
対
比
か

ら
―
―｣

国
学
院
大
学
栃
木
短
期
大
学

｢

野
州
国
文
学｣

69

平
成
十
四
年
三
月)

(

２)

西
郷
信
綱

｢

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
物
語｣

(『

古
事
記
研
究』

未
来
者
、
昭
和
四
十
八
年
。
初
出
は

｢

文
学｣

昭
和
四
十
四
年
十
一
月)

(

３)

吉
井
巌

｢
孤
独
な
皇
子
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル｣

(『

天
皇
の
系
譜
と
神
話

二』

塙
書
房
、
昭
和
五
十
一
年
。
初
出
は

｢

歴
史
と
人
物｣

昭
和
四
十
七

年
十
一
月
。
お
よ
び

｢

国
文
学｣

18-

９
昭
和
四
十
八
年
七
月)

(

４)

吉
井
巌

『

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル』

学
生
社
、
昭
和
五
十
二
年
。

(

５)

引
用
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
の
訓
読
本
文
に
よ
っ
た
。
な
お
、
後
掲
の
原
文
に
よ
る
用
例
の
掲
出
も
、
同
書
の
校
訂
本
文
に
よ
る
。

(

６)
『

日
本
書
紀』

の
引
用
に
つ
い
て
も

(

５)

に
同
じ
。

(

７)

菅
野
雅
雄
氏
は
こ
の
景
行
の
態
度
に
つ
い
て

『

古
事
記』

が
小
碓
命
と
倭
建
命
と
を
同
一
人
物
と
し
た
際
に
、｢

物
語
の
筋
を
通
す
こ
と
を
計
っ

た
た
め
に
、｢

兄｣

大
碓
命
の
不
行
跡
を
殺
し
て
然
る
べ
き
も
の
と
語
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た｣

結
果
と
し
て
加
筆
さ
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
。

(｢｢

景
行
記｣

大
碓
命
の
物
語｣
『

古
事
記
構
造
の
研
究』

お
う
ふ
う
、
平
成
十
二
年
。
初
出
は
、
桜
井
満
博
士
追
悼
記
念
論
集

『

古
典
と
民
俗
学

論
集』

お
う
ふ
う
、
平
成
九
年)

(

８)

西
条
勉

｢

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
暴
力
―
―
構
造
化
す
る
テ
ク
ス
ト
―
―｣

(｢

日
本
文
学｣

41
・
８

平
成
四
年
八
月)

(

９)

及
川
智
早
氏

｢｢

古
事
記｣

中
巻
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル

(

小
碓)
命
西
征
譚
試
論｣

(

早
稲
田
大
学

｢

国
文
学
研
究｣

130

平
成
十
二
年
三
月)

(

10)

都
倉
義
孝

｢

倭
建
命
物
語
論｣

(『

古
事
記

古
代
王
権
の
語
り
の
仕
組
み』

有
精
堂
、
平
成
七
年
。
初
出
は

『

講
座
日
本
の
神
話
６』

有
精
堂
、

昭
和
五
十
一
年)

(

11)

松
本
直
樹
氏
は｢

オ
ホ
ウ
ス
の
犯
し
た
罪
は
単
な
る
横
恋
慕
な
ど
で
は
な
く
、
宗
教
的
支
配
権
の
纂
奪
で
あ
り
、
謀
反
に
も
匹
敵
す
る
罪
で
あ
っ

た
よ
う
に
思
え
る
。｣

と
述
べ
て
い
る
。(

早
稲
田
大
学

｢

国
文
学
研
究｣
139

平
成
十
五
年
三
月)

(

12)

前
掲
の
菅
野
雅
雄
氏
は
、
大
雀
の
場
合
お
よ
び
大
碓
に
処
罰
が
な
さ
れ
な
い
事
、
さ
ら
に
大
碓
の
子
孫
系
譜
が
記
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
、
大
碓

も
本
来
は
皇
位
継
承
候
補
者
で
あ
っ
た
か
、
と
し
て
い
る

(

前
掲
書)

。
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(

13)

田
中
智
樹

｢

倭
建
命
系
譜
考｣

(｢

古
事
記
年
報｣

45

平
成
十
五
年
一
月)

(
14)

掲
出
し
た
用
例
の
他
に
、｢

遣｣

字
が
用
い
ら
れ
て
い
て

｢

ツ
カ
ハ
ス｣

と
訓
む
可
能
性
の
あ
る
も
の
を
次
に
示
す
。

ア
・
乃
違
遣
於
木
国
之
大
屋
毘
古
神
之
御
所
。
〈
上
巻
・
根
の
堅
州
国
訪
問

[

母
神]

〉

イ
・
抜
所
御
佩
之
十
掬
釼
、
切
伏
其
喪
屋
、
以
足
蹶
離
遣
。
〈
上
巻
・
天
若
日
子
の
派
遣

[

阿
遅
志
貴
高
日
子
根]

〉

ウ
・
故
、
乞
遣
其
父
大
山
津
見
神
之
時
、
大
歓
喜
而
、
〈
上
巻
・
邇
々
芸
命
の
結
婚

[

邇
々
芸]

〉

エ
・
即
其
母
、
取
布
遅
葛
而
、
…
…
令
取
其
弓
矢
、
遣
其
嬢
子
之
家
者
、其
衣
服
及
弓
矢
、悉
成
藤
花
。〈
中
巻
・
秋
山
の
神
と
春
山
の
神[

母]

〉

オ
・
天
皇
、
恋
八
田
若
郎
女
、
賜
遣
御
歌
。
〈
下
巻
・
仁
徳
・
八
田
の
一
本
菅

[

天
皇]

〉

カ
・
爾
、
多
禄
給
其
老
女
以
、
返
遣
也
。
〈
下
巻
・
雄
略
・
引
田
部
赤
猪
子

[

天
皇]

〉

ア
の

｢

違
遣｣

、
イ
の

｢
蹶
離
遣｣

、
ウ
の

｢

乞
遣｣

、
オ
の

｢

賜
遣｣

、
カ
の

｢

返
遣｣

に
つ
い
て
は
、｢

ツ
カ
ハ
ス｣

と
訓
む
可
能
性
を
完
全

に
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
補
助
動
詞
的
な
用
法
と
し
て

｢

ヤ
ル｣

と
訓
む
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る

(

ウ
の
乞
遣
に
つ
い
て
は
新

全
集
本
以
外
の
諸
注
釈
書
は
ツ
カ
ハ
ス
と
訓
む)

。
ま
た
、
エ
の
場
合
は
ツ
カ
ハ
す
主
体
が
母
で
あ
り
、
ヲ
ト
メ
の
家
に
息
子
を
行
か
せ
る
意
味

で
は
、｢

ツ
カ
ハ
ス｣

で
は
大
げ
さ
で
あ
ろ
う

(

記
伝
、
新
講
、
国
民
全
書
、
全
書
、
全
講
、
全
注
、
角
文
、
新
全
集
が
ヤ
ル
と
訓
む)

。

(

15)
『

日
本
書
紀』

で
は
、

ア
・
時
長
髄
彦
乃
遣
行
人
言
於
天
皇
曰
、
…
…

(
神
武)

イ
・
七
年
夏
六
月
、
百
済
遣
姐
弥
文
貴

さ
み
も
ん
く
ゐ

将
軍
・
洲つ

利り

即そ

爾に

将
軍
、
副
穂
積
臣
押
山
、…
…
貢
五
経
博
士
段
楊
爾
。(

継
体)

ウ
・
冬
十
月
癸
卯
朔
、
大
臣
遣
阿
曇
連
…
…
・
阿
倍
臣
摩
侶
二
臣
、
令
奏
于
天
皇
曰
、｢

葛
城
県
者
元
臣
之
本
居
也
。｣

(

推
古)

エ
・
是
夜
半
、
鈴
鹿
関
司
遣
使
奏
言
、
…
…

(

天
武)

な
ど
と
天
皇
以
外
の
主
体
を
以
て
使
わ
れ
る
例
が
あ
り
、
ま
た
、

オ
・
於
是
日
本
武
尊
遣
葛
城
人
宮
戸
彦
、
喚
弟
彦
公
。(

景
行)

と
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
が
主
体
の
例
も
あ
る
。

ち
な
み
に

｢

ツ
カ
ハ
ス｣

の
有
す
る
意
味
、
ま
た
音
数
の
面
か
ら
も
歌
語
と
し
て
は
用
い
ら
れ
に
く
く
、『

万
葉
集』

で
は
、
誰
か
を
ど
こ
か
へ

行
か
せ
る
場
合
に
は
、
巻
二
の
一
〇
五
番
歌
の

｢

我
が
背
子
を
大
和
へ
遣
る
と
さ
夜
ふ
け
て
暁
露
に
我
が
立
ち
濡
れ
し｣

の
よ
う
に

｢

ヤ
ル｣

���



が
用
い
ら
れ
、
天
皇
の
命
令
に
よ
っ
て
出
か
け
る
場
合
に
つ
い
て
、
わ
ず
か
に
次
の
例
が
あ
る
。

ア
・
…
…
唐
の

遠
き
境
に

遣
は
さ
れ

罷
り
い
ま
せ
…
…

(

巻
五
・
八
九
四)

イ
・
…
…
山
の
そ
き

野
の
そ
き
見
よ
と

伴
の
部
を

班
ち
遣
は
し
…
…

(

巻
六
・
九
七
一)

ウ
・
大
君
の
遣
は
さ
な
く
に
賢
し
ら
に
行
き
し
荒
雄
ら
沖
に
袖
振
る

(

巻
十
六
・
三
八
六
〇)

エ
・
…
…
住
吉
の

三
津
に
船
乗
り

直
渡
り

日
の
入
る
国
に

遣
は
さ
る

我
が
背
の
君
を
…
…

(

巻
十
九
・
四
二
四
五)

(

16)

谷
口
雅
博

｢『
古
事
記』

に
お
け
る

｢

倭
建
命｣

と

｢

倭｣｣
(｢

古
代
文
学｣

39

平
成
十
一
年
三
月)

(

17)

守
屋
俊
彦

『
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
伝
承
序
説』

(

和
泉
書
院
、
昭
和
六
十
三
年
。
初
出
は

『

日
本
書
紀
研
究
第
十
三
冊』

塙
書
房
、
昭
和
六
十
年)

(

18)

荻
原
千
鶴

｢『

古
事
記』

の
雄
略
天
皇
像｣

(｢

上
代
文
学｣

78

平
成
九
年
四
月)

(

19)
(

10)

に
同
じ
。

(

20)

新
全
集
本
の
頁
数
と
行
数
は
以
下
の
通
り
。
42
・
２
、
54
・
３
、
54
・
４
、
54
・
４
、
54
・
４
、
54
・
７
、
54
・
８
、
56
・
９
、
56
・
10
、
68
・

８
、
68
・
10
、
68
・
12
、
76
・
１
、
76
・
２
、
76
・
９
、
78
・
12
、
80
・
３
、
82
・
７
、
102
・
15
、
104
・
１
、
104
・
５
、
104
・
７
、
126
・
３
、
126
・

４
、
126
・
６
、
198
・
７
、
200
・
３
、
222
・
13
、
234
・
16
、
272
・
16
、
280
・
11
、
320
・
１
、
342
・
11
、
356
・
12
。

(

21)

山
田
永

｢

泣
く
こ
と｣

(｢

上
代
文
学｣
64

平
成
二
年
四
月)

(

22)
｢

喜｣
｢

歓｣
｢

悦｣
｢

欣｣
｢

嘉｣
｢

憙｣

お
よ
び
こ
れ
ら
の
熟
字
に
よ
る
。
新
全
集
本
の
巻
数
・
頁
数
・
行
数
と
天
皇
名
を
以
下
に
示
す
。
①
212
・

３
、
212
・
10
、
214
・
６
、
232
・
３
、
神
武
。
316
・
６
、
326
・
１
、
垂
仁
。
488
・
15
、
494
・
13
、
応
神
。
②
68
・
７
、
仁
徳
。
88
・
10
、
履
中
。
108
・

８
、
114
・
７
、
允
恭
。
160
・
５
、
170
・
５
、
雄
略
。
234
・
12
、
顕
宗
。
416
・
12
、
欽
明
。
554
・
２
、
推
古
。
③
210
・
１
、
324
・
11
、
天
武
。

(

23)
｢

咲｣
｢

晒｣
｢

嗤｣

に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
る
も
の
。
雄
略
の
例
は
、
新
全
集
本
②
166
・
12
、
武
烈
の
例
は
、
同
280
・
１
。

(

24)

柳
田
國
男

｢

鳴
滸
の
文
学｣

(｢

不
幸
な
る
芸
術｣

所
収
。『

定
本
柳
田
國
男
集
第
七
巻』

筑
摩
書
房
に
よ
っ
た
。
初
出
は

｢

芸
術｣

３

昭
和
二

十
二
年)

(

25)

荻
原
千
鶴

｢

古
事
記
の
構
想
と
天
皇
像｣

(『

古
事
記
研
究
大
系
３』

高
科
書
店
、
平
成
六
年)

(

26)

拙
稿

｢

蘇
生
す
る
大
穴
牟
遅
神｣

(｢

古
事
記
年
報｣

43

平
成
十
三
年
一
月)

(

27)

吉
田
義
孝

｢

古
事
記
成
書
化
の
基
礎｣

(
『

柿
本
人
麻
呂
と
そ
の
時
代』

桜
楓
社
、
昭
和
六
十
一
年
。
初
出
は
北
山
茂
夫
編
著

『

日
本
古
代
の
政

���



治
と
文
学』

青
木
書
店
、
昭
和
三
十
一
年)

(
28)

神
野
志
隆
光

｢

天
皇
神
格
化
表
現
を
め
ぐ
っ
て｣

(『

柿
本
人
麻
呂
研
究』

塙
書
房
、
平
成
四
年
。
初
出
は

『

稲
岡
耕
二
先
生
還
暦
記
念

日
本

上
代
文
学
論
集』

塙
書
房
、
平
成
二
年)

(

29)
小
野
寛
氏｢

家
持
の
皇
統
讃
美
の
表
現｣

(『

大
伴
家
持
研
究』

笠
間
書
院
、
昭
和
五
十
五
年
。
初
出
は『

論
集
上
代
文
学
第
二
冊』

、
笠
間
書
院
、

昭
和
四
十
六
年)

な
お
、『

古
事
記』

『
日
本
書
紀』

『

万
葉
集』

の
引
用
は
、
い
ず
れ
も
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本

(

小
学
館)

に
よ
っ
た
。

(

本
学
非
常
勤
講
師)

���


